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空
き
家
が
引
き
起
こ
す
問
題

　
近
年
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
を
背
景
に
、

空
き
家
が
増
加
し
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
度
に
市
が
調
査
し
た
結
果
、

外
観
か
ら
空
家
等
（
※
）
と
推
定
さ
れ
る

３
２
３
件
と
、
外
観
で
は
把
握
で
き
な
い

が
空
家
等
の
可
能
性
が
あ
る
建
物
１
５
０

件
を
合
わ
せ
た
４
７
３
件
を
、
推
定
空
家

等
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

ご
み
が
大
量
投
棄
さ
れ
て
い
る
場
所
が

確
認
さ
れ
た
ほ
か
、
雑
草
・
立
木
の
繁
茂

が
著
し
く
、
ハ
ブ
・
蚊
な
ど
の
害
獣
や
害

虫
の
発
生
に
よ
り
、
周
辺
に
悪
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

市
に
は
、
地
域
住
民
か
ら
「
隣
の
空
家

が
老
朽
化
し
、
台
風
時
に
飛
散
し
て
こ
な

い
か
心
配
」「
隣
の
空
家
が
繁
茂
し
、
自
宅

危険危険な空き家危険危険危険危険なな空き家な空き家
放っておけない!放っておけない!

●放っておけない！ 危険な空き家 ･･････････････････････････････

●第5次那覇市総合計画／使ってみてくださいサポートカード／
　４月１日から消防法令違反対象物の公表制度が始まりました

●沖縄シリーズ開幕／情報パック／博物館トピックス ･････････

主
な
紙
面 ※（　）内はうち外国人

※総人口と世帯数は2018（平成30）年2月末現在

男：156,693人（2,422人）/女：166,524人（1,954人）

323,217 人（4,376 人）

150,778 世帯（3,024 世帯）
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に
ま
で
伸
び
て
き
て
迷
惑
を
被
っ
て
い
る
。

所
有
者
へ
指
導
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

法
律
や
条
例
で
は
、
空
家
等
の
管
理
責

任
は
所
有
者
や
管
理
人
（
相
続
人
な
ど
）

に
あ
り
ま
す
。
自
身
の
所
有
・
管
理
す
る

建
物
や
敷
地
な
ど
に
つ
い
て
、
屋
根
や
外

壁
に
損
傷
が
な
い
か
確
認
し
た
り
、
雑
草

の
手
入
れ
を
し
た
り
、
周
辺
環
境
に
悪
影

響
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
よ
う
適
正
に
管
理
す

る
義
務
が
あ
る
の
で
す
。

　

例
え
ば
台
風
が
発
生
し
、
管
理
を
怠
っ

て
い
た
た
め
に
は
が
れ
落
ち
た
外
壁
や
瓦

な
ど
が
運
悪
く
通
行
人
に
当
た
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
、
所
有
者
は
損
害
賠
償
を
請

求
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
所
有
者
は
、
建
物
を
所
有
し
て
い
る

だ
け
で
も
一
定
の
法
的
責
任
を
負
う
と
い

え
ま
す
。

　

ど
う
す
れ
ば
良
い
か
分
か
ら
ず
放
置
す

る
こ
と
で
、
大
変
な
事
態
を
引
き
起
こ
し

か
ね
な
い
空
き
家
。「
放
置
す
る
こ
と
で
発

生
す
る
思
わ
ぬ
リ
ス
ク
」
を
き
ち
ん
と
把

握
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
適
切
に
管
理
で

き
る
よ
う
、
所
有
者
は
対
策
を
立
て
て
お

く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

今
後
の
対
応

　

空
家
等
の
問
題
は
、
市
が
安
全
で
防
災

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
も

重
要
な
課
題
で
す
。

　

那
覇
市
空
家
等
対
策
計
画
は

２
０
１
８
年
度
か
ら
10
年
間
を

計
画
期
間
と
し
て
定
め
、
管
理

所
有
者
の
管
理
責
任

さ
れ
て
い
な
い
空
家
等
へ
の
対
策
な
ど
段

階
別
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ۭ
Ո

ͷ
ൃ
ੜ
ͷ
༧


相
続
な
ど
の
関
係
で
悩
み
を
抱
え
て
い
る

所
有
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
税
制

上
の
特
例
措
置
の
案
内
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
↓

ۭ
Ո

ͷ
ద

ͳ

ཧ
ͷ
ଅ
ਐ

空
家
等
を
放
置
す
る
こ
と
の
問
題
や
空
家

等
の
適
正
管
理
の
重
要
性
を
伝
え
、
所
有

者
の
自
主
的
な
適
正
管
理
を
促
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
↓

ۭ
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ͷ
利
׆
用

　
　
　
　
　
↓


ཧ
ෆ
શ
ͳ
ۭ
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へ
ͷ
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地
域
か
ら
相
談
の
あ
っ
た
空
家
等
は
、
所
有

者
を
特
定
し
、
適
正
に
管
理
す
る
よ
う
注

意
を
促
し
ま
す
。
特
に
保
安
上
の
危
険
や

衛
生
上
有
害
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
「
特
定

空
家
等
」
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
有
者
へ

管
理
の
指
導
、
勧
告
な
ど
を
行
い
ま
す
。

市
民
生
活
安
全
課
☎
８
６
２
・
９
９
３
０

空家等の放置による4大リスク空家等の放置による4大リスク空家等の放置による4大リスク

ଛ
ഛঈ

瓦の飛散や塀の倒壊で
他人が怪我をした場合

൜ࡑ 不審者の侵入、ゴミ
投棄、放火による火災

近隣住民からの苦情、
地域活力の低下

ྼԽ 人が住まなくなると
傷みの進行が早い

؍ܠ
ѱԽ

外観調査による
空家等の
地区別件数

※
空
家
等
▼
居
住
・
使
用
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
続
い

て
い
る
建
物
や
敷
地
な
ど
の
こ
と
。
た
だ
し
国
・
地
方

公
共
団
体
が
所
有
ま
た
は
管
理
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。

　

空
家
等
の
中
に
は
、
老
朽
化
に
よ

る
倒
壊
、
景
観
の
悪
化
、
放
火
に
よ

る
火
災
な
ど
の
問
題
で
地
域
住
民
の

生
活
に
深
刻
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
は
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
と
那
覇
市

空
家
等
の
適
切
な
管
理
及
び
対
策
の

推
進
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
那

覇
市
空
家
等
対
策
計
画
を
新
た
に
策

定
し
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の

生
命
と
財
産
、
そ
し
て
生
活
環
境
を

守
り
、
誰
も
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
所
有
者
の
み
な
さ
ん

に
は
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

那
覇
市
長　
城
間　
幹
子
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ਐΉ͖ํʹ͍ͭͯͷجຊతͳࢦͰɺجຊߏɺ
্࠷͞ΕΔ市ͷߏըͷ̏ͭͰܭࢪը͓Αͼ࣮ܭຊج
ҐܭըͰ͢ɻ
　市Ͱɺ�018͔Β10ؒͷ·ͪͮ͘Γͷࢦͱ
ͳΔʮୈ5࣍那覇市૯߹ܭըʯΛࡦఆ͠·ͨ͠ɻ
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্࠷͞ΕΔ市ͷߏըͷ̏ͭͰܭࢪը͓Αͼ࣮ܭຊج
ҐܭըͰ͢ɻ
　市Ͱɺ�018͔Β10ؒͷ·ͪͮ͘Γͷࢦͱ
ͳΔʮୈ5࣍那覇市૯߹ܭըʯΛࡦఆ͠·ͨ͠ɻ

都市型マルシェ「サンライズマーケット」は県内各地
の農産品をはじめパン、スイーツ、クラフト品など沖
縄の新たな魅力を発見できる（サンライズなは商店街）
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深い緑と赤い屋根瓦が広がる古都首里。趣あるまち
なみの向こうには海が広がる（首里城公園）
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子どもたちを対象としたジャズオーケストラ「那覇
ウェスト」ではプロの演奏家から指導が受けられ、
子どもたちの夢も一層広がる（一般社団法人琉球フィ
ルハーモニック主催）
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なはで暮らし、働き、育てよう！
～ みんなで   つなごう 市民力 ～
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笑顔広がる元気なまち NAHA
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まちづくりの将来像

LGBT などの性的マイノリティが、より生きやすい社
会をと願う人が集まるイベント、「ピンクドット沖縄」
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使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い

サ
ポ
ー
ト
カ
ー
ド

　

発
ୡ
ো
が
い
な
ど
に
よ
り
、

ຖ

の
生
活
の
༷
ʑ
な
場
໘

で
ί
ϛ
ỿ
χ
ケ
ー
γ
ἀ
ϯ
に

α
ϙ
ー
τ
が
必
要
な
ํ
の
た

め
の
Χ
ー
υ
で
す
。
ॿ
け
て
ほ

し
い
こ
と
、
配
ྀ
し
て
ほ
し
い

こ
と
な
ど
を
、
周
ғ
の
人
に
分

か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
自
ด

ス
ϖ
ク
τ
ϥ
Ϝ
、
ֶ

श
ো
害
（
̡
̙
）、
注
意
ܽ
ؕ

ଟ
ಈ
性
ো
害
（
注
意
ܽ

・
ଟ

ಈ
性
ো
害
ʗ
̖
̙
̝
̙
）な
ど
、


の
ػ
能
（
働
き
）
の
ҧ
い
に

よ
っ
て
生
じ
る
ো
が
い
で
す
。

ҭ
て
ํ
や
ຊ
人
の

力
ෆ

が

ݪ
Ҽ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
ํ
で
、

発
ୡ
ো
が
い
な
ど
の
特
性
に

よ
り
ֶ
ߍ
や
৬
場
な
ど
さ
ま

͟
ま
な
場
໘
で
α
ϙ
ー
τ
を

必
要
と
し
て
い
る
お
子
さ
ん

の
保
ޢ
者
ま
た
は
ご
ຊ
人
の

う
ち
、
ご
ر

の
ํ
。

　

ো
が
い
者
手
ா
や

断
ॻ

な
ど
の
ఏ
ग़
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
こ
の
Χ
ー
υ
は
ো
が
い
の

有
ແ
を
ূ
໌
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
Χ
ー
υ
で
֤
छ
ׂ
引

な
ど
の
ެ
的
制
度
な
ど
は

ར
༻
で
き
ま
せ
ん
。

ো
が
い

ࢱ
課

那
覇
市
保
݈
所

ྍ
ҭ
η
ϯ
λ
ー

ڭ
ҭ
相
談
課

̣
̥
̤
法
人
わ
く
わ
く
の
ձ

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
い
方
へ

　

さ
ま
͟
ま
な
手
続
き
の
૭

口
や
外
ग़
ઌ
な
ど
で
こ
の

Χ
ー
υ
を
ݟ
せ
る
こ
と
で
、
協

力
を
お
願
い
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

Χ
ー
υ
に
ॻ
い
た
通
り
の

α
ϙ
ー
τ
が
ड
け
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
ྃ
ঝ
く

だ
さ
い
。

カ
ー
ド
を
提
示
さ
れ
た
方
へ

　

人
に
よ
っ
て
は
؆
୯
だ
と

思
う
こ
と
も
、
࣮
は

し
い
と

ײ
じ
て
い
て
ࠔ
っ
て
い
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
き

る
ൣ
ғ
で
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

４
݄
２

は
ੈ
ք
自
ด

ܒ

発
σ
ー
で
あ
り
、

ຊ
で
は

４
݄
２

Ỗ
８

は
発
ୡ
ো

害
ܒ
発
ि
間
で
す
。
こ
れ
に

ซ
せ
て
、
発
ୡ
ো
が
い
ࣇ
者

に
関
す
る
ύ
ϯ
ϑ
Ϩ
ỽ
τ
な

ど
を
配

し
ま
す
。

期̇
４
݄
２
（
݄
）Ỗ
７
（

）

場̇
市

所
１
階
ϩ
Ϗ
ー

　

一度に
たくさんのことを
言われると
混乱します。

説明はひとつずつ
ゆっくり
お願いします。

紙に書いて、優先
順位もつけてもら
えると助かります。

サ
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
と
は

発
達
障
が
い
と
は
…

対
象
者

配
布
窓
口

【
お
問
い
合
わ
せ
】

障
が
い
福
祉
課

　

☎
８
６
２
・
３
２
７
５

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
く
わ
く
の
会

　

☎
９
８
７
・
１
１
６
７

記入例
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　૯߹ܭըͱɺকདྷʹ͓͚Δ͋Δ͖͓࢟Αͼ
ਐΉ͖ํʹ͍ͭͯͷجຊతͳࢦͰɺجຊߏɺ
্࠷͞ΕΔ市ͷߏըͷ̏ͭͰܭࢪը͓Αͼ࣮ܭຊج
ҐܭըͰ͢ɻ
　市Ͱɺ�018͔Β10ؒͷ·ͪͮ͘Γͷࢦͱ
ͳΔʮୈ5࣍那覇市૯߹ܭըʯΛࡦఆ͠·ͨ͠ɻ

　૯߹ܭըͱɺকདྷʹ͓͚Δ͋Δ͖͓࢟Αͼ
ਐΉ͖ํʹ͍ͭͯͷجຊతͳࢦͰɺجຊߏɺ
্࠷͞ΕΔ市ͷߏըͷ̏ͭͰܭࢪը͓Αͼ࣮ܭຊج
ҐܭըͰ͢ɻ
　市Ͱɺ�018͔Β10ؒͷ·ͪͮ͘Γͷࢦͱ
ͳΔʮୈ5࣍那覇市૯߹ܭըʯΛࡦఆ͠·ͨ͠ɻ

都市型マルシェ「サンライズマーケット」は県内各地
の農産品をはじめパン、スイーツ、クラフト品など沖
縄の新たな魅力を発見できる（サンライズなは商店街）

˙ϏδωεɾϦκʔτͱྺ࢙ɾจԽ͕༥߹͢
Δޫ؍·ͪͮ͘Γ

˙༷ʑͳ͍ू͕ۀ࢈ɾҭͪɾͻΖ͕Δ·ͪͮ
͘Γ

Λ͑Δڥຽͱͦͷ࿑ಇࢢΔ͑ࢧΛۀ࢈˙
·ͪͮ͘Γ

˙த৺֗ࢢΛ͔ͨ͠׆·ͪͮ͘Γ

ࣗવڥͱ
ػࢢ͕ௐͨ͠
ॅΈ͚͍ͭͮͨ·ͪ
/")"ɹ

深い緑と赤い屋根瓦が広がる古都首里。趣あるまち
なみの向こうには海が広がる（首里城公園）

˙লΤωΛ࣮ફ͠ɺ͕ݯࢿ॥͢Δ·ͪͮ͘Γ
˙ࣗવ͕ڥҭ·ΕͨಹΒ͍͠ѥ帯ఉԂ
ࢢͷ·ͪͮ͘Γ

˙Βͯ͠ྑ͠าָ͍͍ͯ͠շదͳ·ͪͮ͘Γ
·൫ͷඋͰ҆શ҆৺ͷجࢢ͍ڧʹࡂ˙
ͪͮ͘Γ

˙ಹͷັྗͱಛੑΛ͔ͨ͠׆ར༻Λਐ
ΊΔ·ͪͮ͘Γ

世ͷະདྷΛ͖ɺ࣍
๛͔ͳֶͼͱจԽ͕܆Δ
ͪ·Γ͋Δތ
/")"ɹ

子どもたちを対象としたジャズオーケストラ「那覇
ウェスト」ではプロの演奏家から指導が受けられ、
子どもたちの夢も一層広がる（一般社団法人琉球フィ
ルハーモニック主催）

ҭָ͕ͯ͘͠ͳΔ·ͪͮ͘Γࢠ˙
˙ࣗΒͷྗͰະདྷΛ͘ࢠͲୡΛԠԉ͢Δ
·ͪͮ͘Γ

˙ੜֶ֔शΛਪਐ͠ɺҬͷڭҭྗΛ্͞
ͤΔ·ͪͮ͘Γ

ɺ౷จԽɾܳʹ;Ε͍͋ɺ࢙ͷྺڷ˙
৽ͨͳจԽΛ͢Δ·ͪͮ͘Γ

Λͤͷ͍ޓ
ҬͱࢱͰ͑ࢧ߹͍

ʹΛਪਐ͢ΔͨΊߏຊج

なはで暮らし、働き、育てよう！
～ みんなで   つなごう 市民力 ～

ະདྷͷࢹ��ɿ��ˑʮͭͳ͕ΔྗʯΛ͛Δࢹɹɹɹɹɹ��ˑʮՔ͙ྗʯΛߴΊΔࢹɹˑʮͻ͖͚ͭΔྗʯً͕͘ࢹ
���

·ͪͮ͘Γͷ࢟ɿ� ໐ͷឺɹڞͷឺɾྗ׆ੜͷឺɾڞಇͷឺɾฏͷឺɾڠ

笑顔広がる元気なまち NAHA

ఆ͠·͢ɻࡦըΛܭۀࣄըʹͱ͍ͮͯ̏ؒͷ۩ମతͳܭຊجఆ͠·͢ɻࡦըΛܭۀࣄըʹͱ͍ͮͯ̏ؒͷ۩ମతͳܭຊج ͠վఆ͠·͢ɻɹɹݟҊͯ͠ຖצΛධՁɾگঢ়ࡒͷޮՌۀࣄ�͠վఆ͠·͢ɻɹɹݟҊͯ͠ຖצΛධՁɾگঢ়ࡒͷޮՌۀࣄ�

ଟ༷ͳͭͳ͕ΓͰ
ॿ͚߹͍ɺʹڞ
ೝΊ߹͏҆શ҆৺ʹ
ΒͤΔ·ͪ�/")"ɹ

͏ߦӡӦΛࡒߦຽͱͷ৴པΛਂΊɺޮతͰޮՌతͳࢢ͏ߦӡӦΛࡒߦຽͱͷ৴པΛਂΊΔ৬һͷҭͱ৫ͮ͘ΓɾޮతͰޮՌతͳࢢ

Ί͟͢·ͪͷ࢟

まちづくりの将来像

LGBT などの性的マイノリティが、より生きやすい社
会をと願う人が集まるイベント、「ピンクドット沖縄」

ୈ5࣍ಹࢢ૯߹ܭըୈ5࣍ಹࢢ૯߹ܭը
˞શจɺϗーϜϖーδ͔Β͝ཡ͍͚ͨͩ·͢ɻ

ɹ૯߹ܭըͷհύωϧσΟεΧογϣϯΛ௨ͯ͠ɺ
͜Ε͔ΒͷಹࢢΛҰॹʹͯ͑ߟΈ·ͤΜ͔ɻ

 ࣌ɿ݄̐ ̑（）18࣌ʙ�0࣌（։17�0࣌）
 ॴɿύϨοτ市ຽܶ
 ༰ɿɾୈ5࣍那覇市૯߹ܭըࡦఆܦաͱܭը֓ཁ
　　　 ɾύωルσΟεΧοシϣン ͳͲ

 ࣌ɿ݄̐ ̑（）18࣌ʙ�0࣌（։17�0࣌）
 ॴɿύϨοτ市ຽܶ
 ༰ɿɾୈ5࣍那覇市૯߹ܭըࡦఆܦաͱܭը֓ཁ
　　　 ɾύωルσΟεΧοシϣン ͳͲ

ఆ һɿ�00人
ਃ ࠐɿෆཁ
ఆ һɿ�00人
ਃ ࠐɿෆཁ

˙খ͞ͳʮΘʯ͕େ͖ͳʮ̬̰ʯʹ͕Δڠ
ಇʹΑΔ·ͪͮ͘Γ

˙Ҭͷྗ͕ॏͳΔ҆શ҆৺ͷ·ͪͮ͘Γ
˙ަྲྀͷྠΛ͛ฏΛ͢ٻرΔ·ͪͮ͘Γ
˙人͕ݖଚॏ͞Εɺ୭͕৺๛͔ʹ҆৺ͯ͠
ΒͤΔ·ͪͮ͘Γ

Λͤͷ͍ޓ
ҬͱࢱͰ͑ࢧ߹͍
୭ً͕͘·ͪ
/")"ɹ

˙ҬͰΒ͠ҬͰ͑ࢧΔ·ͪͮ͘Γ
˙ͯ͢ͷ人͕݈߁Ͱੜ͖ੜ͖ͱΒͤΔ·
ͪͮ͘Γ

˙ۙͳҬͰྑ࣭͔ͭదͳҩྍ͕ड͚Β
ΕΔ·ͪͮ͘Γ

˙ӴੜతͰշదʹΒ͠ɺ݈ػة߁ʹ͍ڧ
·ͪͮ͘Γ

ώτɾϞϊɾίτ͕
ू͍ɺҭͪɺͻΖ͕Δ
ສࠃྊͷ·ͪ
/")"ɹ

ߏຊجߏຊج
　ظతలʹ
ཱͪɺຊ市ͷক
དྷ૾（·ͪͮ͘
Γͷকདྷ૾）ฒ
ͼʹͦͷ࣮ݱͷ
ͨΊͷجຊཧ೦
͓ΑͼํੑΛ
͍ࣔͯ͠·͢ɻ

ըܭຊجըܭຊج
Ͱࣔߏຊج　
ͨ͠কདྷ૾Λ࣮
جΔͨΊͷ͢ݱ
ຊతͳࡦࢪͷํ
ʹతܥΛମੑ
͍ࣔͯ͠·͢ɻ

ըܭࢪը࣮ܭࢪ࣮

ὸ ըௐ՝ا��������

ୈ࣍�ಹࢢ૯߹ܭը�ΩοΫΦϑγϯϙδϜɹୈ࣍�ಹࢢ૯߹ܭը�ΩοΫΦϑγϯϙδϜɹ

 

４
月
１
日
か
ら　
消
防
法
令
違
反
対
象
物
の

公
表
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

　

ҿ
৯
ళ
、
物

ൢ
ച
ళ
、

ϗ
ς
ϧ
、
ප
Ӄ
な
ど
の
ෆ
特

定
の
人
が
ग़
入
り
す
る
建
物
。

　

火
災
の
ૣ
期
発
ݟ
ま
た
は

ૣ
期
の
ফ
火
に
大
き
な
ޮ
果

が
あ
る
と
し
て
重
要
ઃ
උ
に

Ґ
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
、
࣍

の
３
つ
の
ઃ
උ
の
い
ず
れ
か

ま
た
は
全
て
が
ઃ
置
さ
れ
て

い
な
い
建
物
。

※
建
物
の
ن

に
よ
り
֘
当　

す
る
ઃ
උ
が
ҟ
な
り
ま
す
。

建
物
の
໊
শ

建
物
の
所
ࡏ
地

法
ྩ
ҧ

の
内
༰�

な
ど

立
入
検
査
の
実
施



立
入
検
査
結
果
通
知
書

の
交
付



関
係
者
へ
の
公
表
の
事

前
周
知

➡

公
表

立
入
ݕ
査
結
果
通

ॻ
の

ަ

か
ら
�0

ܦ
ա
し
た


に
お
い
て
、
な
お
、
当

֘
ҧ

が
認
め
ら
れ
る
場

合
˗
ফ
防
ہ
༧
防
課
、
中
ԝ
ফ

防
ॺ
、

ফ
防
ॺ
で
の
Ӿ
ཡ

˗
市
ফ
防
ہ
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ

へ
の
ܝ
ࡌ

こ
ち
ら
か
ら
ご
ཡ

い
た
だ
け
ま
す�

ˣ

 

公
表
の
対
象

 

公
表
す
る
内
容

 

公
表
ま
で
の
流
れ

公
表
の
方
法

公
表
の
対
象
と
な
る

違
反
内
容

ừ
͓

͍
߹
Θ
ͤ
Ử

 

ফ

ہ
༧

課

ɹ

☎
８
６
̓
・
０
２
̍
２

　
重
要
な
消
防
設
備
の
設
置
違
反
の
あ
る
建
物
を
、
消
防
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
公
表
す
る「
違
反
対
象
物
の
公
表
制
度
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
に
よ
り
、
私
た
ち
が
飲
食
店
や
病
院
な
ど
を
利
用

す
る
際
に
、
そ
の
建
物
の
危
険
性
に
関
す
る
情
報
を
入
手
し
、

建
物
利
用
の
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

屋内消火栓設備

自動火災報知設備

スプリンクラー設備
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InformationInformation

̇
４
݄
２

（
݄
）Ỗ
５
݄
２

（
ਫ
）

ฏ

̕
時
Ỗ
1�
時
（
1�
時
Ỗ
1�
時
を
আ
く
）

場̇
ࢿ
産
税
課
（
ຊ
ி
ࣷ
３
階
�1
൪
૭
口
）

ର̇
市
内
に

地
ま
た
は
家
屋
を
所
有
す
る
ೲ
税

者
、
ま
た
は
そ
の

理
人

《
縦
覧
の
際
に
持
参
す
る
も
の
》

◆
納
税
者
本
人　
ຊ
人
確
認
が
で
き
る
ॻ
ྨ
（
運

స
໔
ڐ
ূ
な
ど
）
お
よ
び
ೲ
税
通

ॻ
。
ま
た
、

法
人
等
の

ද
者
は
、
ซ
せ
て

ද
者
ҹ
も
࣋
ࢀ

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
代
理
人
（
納
税
者
以
外
）　

ೲ
税
者
ຊ
人

ච

の
ҕ
任
ঢ়
、
お
よ
び
ೲ
税
通

ॻ
。

理
人
の

ຊ
人
確
認
が
で
き
る
ॻ
ྨ
（
運
స
໔
ڐ
ূ
な
ど
）。

ま
た
、
法
人
等
の

ද
者
の

理
人
は
、
ซ
せ
て


ද
者
ҹ
も
࣋
ࢀ
し
て
く
だ
さ
い
。

̇
ࢿ
産
税
課
ὸ
８
６
２・５
３
２
０

市
で
は
、
災
害
対
策
基
ຊ
法
に
基
づ
き
、
災
害
時

に
お
い
て
自
力
で
ආ

行
ಈ
を
と
る
こ
と
が
ࠔ


な
市
民
（
��
ࡀ
Ҏ
上
の
୯
身
ま
た
は
高
齢
者
の
み

の
ੈ
ଳ
、
身
ମ
ো
害
者
手
ா
１・
２
ڃ
、
ਫ਼
ਆ
ো

害
者
保
݈

ࢱ
手
ா
１
ڃ
、
ྍ
ҭ
手
ா
̖
１
・
̖

２
、
要
հ
ޢ
１
Ҏ
上
、

ප
ױ
者
（
ࣇ
）
な
ど
）

の
໊

を
࡞

し
て
い
ま
す
。

大
ن

災
害
時
に
ࢧ
ԉ
が
必
要
な
人
の
命
を
ٹ
う

た
め
に
は
、
地
域
で
ڞ
に
ॿ
け
合
う
関
係
࡞
り
が

大
切
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
か
ら
の
ࢧ
ԉ
を
ر

す
る
人
を
、

自
࣏
ձ
な
ど
の
地
域
関
係
者
へ
事
લ
に
お

ら
せ

す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
ޮ
果
的
な
災
害
時
の
ආ


ࢧ
ԉ
や
ٹ
ॿ
活
ಈ
に
つ
な
͛
て
い
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

対

者
の
ݱ
ঢ়
や

ใ
ఏ
ڙ
に
関
す
る
ಉ
意
の
可

൱
を
確
認
す
る
た
め
、
地
域
の
民
生
ҕ
һ
な
ど
が

๚
問
し
て
き
た
場
合
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

̇

ࢱ

策
課
ὸ
８
６
２・̕
０
０
２

ụ
ӡ
స
໔
ڐ
औ
ಘ
අ
ॿ

ࣄ
ۀ
Ủ

ର̇
ো
害
者
手
ா
（
身
ମ・ྍ
ҭ・ਫ਼
ਆ
の
い
ず
れ
か
）

を
お
࣋
ち
で
、
ຬ
1�
ࡀ
Ҏ
上
で
自
ಈ
ं
の
運
స
໔

ڐ
を
取
ಘ
し
よ
う
と
す
る
人

ụ
վ

අ
ॿ

ࣄ
ۀ
Ủ

ର̇
等
ڃ
が
２
ڃ
Ҏ
上
の
身
ମ
ো
害
者
手
ா
（
上
・ࢶ

Լ
ࢶ
・
ମ
幹
の
い
ず
れ
か
）
を
お
࣋
ち
で
、
自
ಈ

ं
を
վ

し
な
け
れ
ば
自
分
で
運
స
で
き
な
い
人

※
໔
ڐ
取
ಘ
・
վ

に
ண
手
す
る
લ
の
ࣄ
前
ਃ


͕
ඞ
ཁ
で
す
。
ॻ
ྨ
৹
査
の
上
、
څ

ݶ
度
ֹ

10
ສ
ԁ
の
ൣ
ғ
内
で
ॿ

し
ま
す
。
た
だ
し
、
༧

ࢉ
に
ୡ
し
࣍
ୈ
ऴ
ྃ
。

期̇
４
݄
２

（
݄
）
か
ら
ड

։
࢝

̇
ো
が
い

ࢱ
課
ὸ
８
６
２・３
２
７
５

ର̇
݈
߁

査
˝
�0
ࡀ
Ỗ
��
ࡀ
の
ࠃ
保
加
入
者

特
定
݈
߁

査
˝
�0
ࡀ
Ỗ
��
ࡀ
の
ࠃ
保
加
入
者

※
࣮
ࢪ
ҩ
ྍ
ػ
関
は
、
３
݄
に
ૹ

し
て
い
る
「
ҩ

ྍ
ػ
関
一
ཡ
ද
」
ま
た
は
市
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ
を
ご
ཡ

く
だ
さ
い
。

̇
特
定
݈

課
ὸ
８
６
２・０
５
６
４

ừ
ಹ

ࢢ
ࠎ

Ҡ
২
υ
φ
ồ
ࢧ
ԉ
ࣄ
ۀ
ͱ

ʁ
Ử

ࠎ

や

ধ
݂
幹
ࡉ
๔
（
ࠎ

等
）
の
ఏ
ڙ
者
（
υ

φ
ー
）の
ٳ
ۀ
に
よ
る
ܦ
ࡁ
的
負
୲
な
ど
を
ܰ
減
し
、

ࠎ

等
の
Ҡ
২
お
よ
び
υ
φ
ー
ొ

の
推
進
を
ਤ

る
た
め
、
ࠎ

等
の
ఏ
ڙ
を
行
っ
た
人
に
対
し
て
ॿ


を
行
う
事
ۀ
で
す
。

ର̇
ᶃ
ࠎ

等
の
ఏ
ڙ
を
行
っ
た

に
那
覇
市
に
住

民
ొ

が
あ
る
人
で
、

ຊ
ࠎ

ό
ϯ
ク
が
࣮
ࢪ
す

る
ࠎ

ό
ϯ
ク
事
ۀ
に
お
い
て
ࠎ

等
の
ఏ
ڙ
を


ྃ
し
、こ
れ
を
ূ
໌
す
る
ॻ
ྨ
の
ަ

を
ड
け
た
人
、

ᶄ
ଞ
の
地
ํ
ެ
ڞ
ஂ
ମ
か
ら
ॿ

ۚ
に
相
当
す
る

ิ
ॿ
ۚ
、
そ
の
ଞ
こ
れ
に
ྨ
す
る
も
の
の
ަ

を
ड

け
て
い
な
い
人
、ᶅ
υ
φ
ー
ٳ
Ջ
を
取
ಘ
し
な
い
人
、

ᶆ
市
税

ೲ
の
な
い
人

ừ
ॿ

ۚ
ֹ
Ử
ࠎ

等
の
ఏ
ڙ
に
係
る
通
Ӄ
、
入
Ӄ

ま
た
は
໘

（
ࠎ

等
の
࠾
取
ま
た
は
こ
れ
に
関
࿈

し
た
ҩ
ྍ
ॲ
置
に
よ
っ
て
生
じ
た
݈
߁
被
害
の
た
め

の
も
の
を
আ
く
）
の


、１

に
つ
き
２
ສ
ԁ
（
た

だ
し
、
１
ճ
の
ఏ
ڙ
に
つ
き
10
ສ
ԁ
を
ݶ
度
）

ụ
ਃ
請
ड

Ủ
市
保
݈
所
２
階　
保
݈
૯
務
課

̇
保
݈
所�

保
݈
૯
務
課
ὸ
８
５
３・７
̕
６
４

ᶃ
ଈ

ແ
ྉ
ಗ
໊
ݕ
ࠪ
ớ
ཁ
༧

Ờ

̇
݄
・
ਫ
・
ۚ
̕
時

Ỗ
11
時

、
1�
時
Ỗ
1�
時

̇
̝
̞
̫
・
ク
ϥ
ϛ
δ
Ξ
・
ക
ಟ

ᶄ
Τ
Π
ζ
ɾ
ക
ಟ
ແ
ྉ
ಗ
໊

ؒ
ݕ
ࠪ
ớ
ཁ
༧

Ờ

̇
４
݄
４

（
ਫ
）
1�
時
Ỗ
�0
時

ᶅ
؊
Ԍ

Π
ϧ
ε
ớ
̗
ܕ
ɾ
̘
ܕ
؊
Ԍ
Ờ
ݕ
ࠪ
ớ
ཁ

༧

Ờ
˞
ࢢ
ຽ
ର


̇
݄
・
ਫ
・
ۚ
̕
時

Ỗ
11
時

、
1�
時
Ỗ
1�
時

※
؊
Ԍ
ݕ
査
は
ॳ
め
て
の
人
の
み
ແ
ྉ

場̇
ᶃ
ᶄ
ᶅ
ڞ
通　
市
保
݈
所
（
相
談
ࣨ
１
０
５
）

̇
保
݈
所�

保
݈
૯
務
課
ὸ
８
５
３・７
̕
７
１

̇
４
݄
1�

・
��

（
火
༵

）

̕
時
Ỗ
1�
時　
場̇
市
保
݈
所
１
階　

̇
身
ମ
ଌ
定
、
݂
ӷ
・

ݕ
査
、
保
݈
・
ӫ
ཆ
指

導
（
１
時
間
ఔ
度
で
ऴ
ྃ
༧
定
）

ର̇
�0
Ỗ
�0

の
市
民
（
ࠃ
保
加
入
者
Ҏ
外
）

※
ࠃ
保
加
入
者
は
特
定
݈

課
へ

අ̇
ແ
ྉ　
ਃ̇
ి

༧


̇
保
݈
所�

݈
߁
増
進
課
ὸ
８
５
３・７
̕
６
１

͓
知
Β
ͤ

平
成
30
年
度
ủ

地
Ձ
֨

ॎ
ཡ
ா

Ứ

͓
Α
ͼ
ủ
家

Ձ
֨

ॎ
ཡ
ா

Ứ
の
ॎ
ཡ

平
成
30
年
̐
݄
͔
Β
受
͚
Β
Ε
·
͢

ࠃ
อ
の
ಛ
ఆ
݈

受


͓
ૣ
Ί
ʹ
ʂ

ো
͕
͍
ऀ
ࣗ
動
ं
ؔ
࿈
助
成

̐
݄
̍

͔
Β
実
ࢪ

ࠎ

Ҡ
植
υ
φ
ー
支
援
事
業

Τ
Π
ζ
ớ
̝
̞
̫
Ờ
ͳ
Ͳ
の
ແ
ྉ
ಗ
໊
ݕ
ࠪ

20
Ỗ
30

の
た
Ί
の
生
׆
श
׳
ප
༧

݈


େ
ن

ࡂ

࣌
の
ආ

ʹ
͓
͍
ͯ
支
援
を
ඞ
ཁ

ͱ
͢
Δ
ਓ
の

Ѳ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

टཬ۠Ͱͷूஂ݈ʢಛఆ݈ɺେɺഏʣ

日時
5݄26日（） 
9時ʙ11時

予約
डظ間

4݄25日（ਫ）ʙ27日（ۚ）

会場
ԭೄݝ૯合ࢱηンλー

（टཬੴྮொ4-373-1
 ੴྮ小学校ӡಈ場か͍）

予約
ड先

ԭೄ߁݈ݝづ り͘ࡒ団 
ὸ889-6452 

ʲ予約ड時間  r
ฏ日̔時ʙ12時／
　　13時ʙ16時

読
売
巨
人
軍
三
軍
と
沖
縄
の
社
会
人
野
球
チ
ー
ム
と
の
交
流
戦
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
月
に
行
わ
れ
た
記
者
会
見
に
は
、
三
軍
の
江
藤
智
監
督
と
、
対
戦
相
手
の
沖
縄
電
力・古
謝
景
義
、

ビ
ッ
グ
開
発
・
下
地
剛
、
エ
ナ
ジ
ッ
ク
・
石
嶺
和
彦
の
３
監
督
が
出
席
し
、
交
流
戦
に
向
け
た
抱

負
や
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

観
光
課
☎
８
６
２
・
３
２
７
６

沖
縄
シ
リ
ー
ズ
開
幕

沖
縄
シ
リ
ー
ズ
開
幕

沖縄シリーズ
スケジュール
場 沖縄セルラースタジアム那覇

4月30日（月・祝）12 時 30分～
エナジック × 巨人（三軍）

4月 29 日（日） 13 時～
ビッグ開発× 巨人（三軍）

4月 28 日（土） 18 時～

※29日の試合終了後に野球教室を
　開催します。

沖縄電力 × 巨人（三軍）

入場
無料

沖
縄
ి
ྗ
ɾ
ݹ
ँ

ಜ

　試
合
で
プ
ロ
の
技
術
を
学
び

な
が
ら
も
勝
ち
に
い
き
た
い
。

み
な
さ
ん
の
期
待
に
応
え
た
い
。

　若
手
が
プ
ロ
に
対
し
て
力
を

発
揮
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

選
手
に
は
プ
ロ
の
胸
を
借
り
る

気
持
ち
で
向
か
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
。

Ϗ
ỽ
ά
։
ൃ
ɾ
下
地

ಜ

　プ
ロ
と
試
合
が
で
き
非
常
に

喜
ん
で
い
る
。
我
々
の
チ
ー
ム

力
を
発
揮
し
て
、
良
い
試
合
を

し
た
い
。

　ま
た
、試
合
を
見
に
来
る
青
少

年
の
み
な
さ
ん
に
、
プ
ロ
と
こ

ん
な
に
身
近
に
試
合
で
き
る
と

い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

Τ
φ
ジ
ỽ
ク
ɾ
ੴ
ྮ

ಜ

　沖
縄
の
チ
ー
ム
が
県
外
に
出

て
試
合
を
す
る
と
い
う
の
は
難

し
い
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
機
会

を
作
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て

い
る
。

　も
ち
ろ
ん
勝
ち
に
こ
だ
わ
っ

た
プ
レ
ー
を
す
る
が
、
全
員
が

参
加
で
き
る
よ
う
な
試
合
に
し

た
い
。

ಡ
ച
ڊ
ਓ
܉
ࡾ
܉
ɾ
ߐ
౻

ಜ

　キ
ャ
ン
プ
で
培
っ
た
も
の
を

発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
良

い
試
合
を
お
客
さ
ま
に
見
せ
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

　フ
ァ
ン
の
声
援
が
選
手
に
や

る
気
、
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
。

ぜ
ひ
球
場
に
来
て
応
援
し
て
ほ

し
い
。

�2018 年（平成 30年）4月



土地・建物

ର̇
ࠃ
保
加
入
者
、
ޙ
期
高
齢
者
、
生
活
保
ޢ
ड

څ
者
、
協
ձ
け
ん
Ά
被
ැ
ཆ
者
な
ど
、
৬
場
や

ҩ
ྍ
保
険
で
の
ݕ

の
ิ
ॿ
が
な
い
人

期̇
ฏ

�0
年
４
݄
１

Ỗ
ฏ

�1
年
３
݄
�1


ࠃ
保
加
入
者
˝
ࠃ
保
ূ
１
ຕ
で
ड

可
能

ࠃ
保
加
入
者
Ҏ
外
˝
保
険
ূ
と
ड

݊
が
必
要

※
ड

݊
は
４
݄
上
०
に
発
ૹ
し
ま
す
。
ड


݊
が
ಧ
い
て
い
な
い
人
や
、
ฆ
ࣦ
し
た
人
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

̇
保
݈
所�

݈
߁
増
進
課
ὸ
８
５
３・７
̕
６
１


৷
し
た
ら
、
保
݈
所
૭
口
で

৷
の
ಧ
け
ग़
を

し
ま
し
Ỷ
う
（
ҩ
ྍ
ػ
関
が
発
行
す
る

৷
ূ
໌

ॻ
は
要
り
ま
せ
ん
）。

子
݈
߁
手
ா
と
1�
ճ
分

の

්
݈

ड

ථ
を
ແ
ྉ
で
ࠩ
し
上
͛
ま
す
。

場̇
市
保
݈
所
２
階　
地
域
保
݈
課

ừ
ड

Ử
ฏ

８
時

Ỗ
1�
時
（
ன
ٳ
み
も
࣮
ࢪ
）

̇
保
݈
所�

地
域
保
݈
課
ὸ
８
５
３・７
̕
６
２

大
໊
ࣇ
ಐ
ؗ
は
屋
根
の
Ӎ
࿙
り
ࢭ
ਫ
な
ど
を


的
に
大
ن

վ
म

事
を
行
う
た
め
、

事
期
間

中
ٳ
ؗ
し
ま
す
。

ừ

事
期
間
Ử
ฏ

�0
年
４
݄
１

Ỗ
ฏ

�0
年

1�
݄

（
༧
定
）

̇
こ
ど
も

策
課
ὸ
８
６
１・
２
１
１
０


子
・

子
家
ఉ
の

で
、
ब
৬
の
た
め

ޢ
ࢣ

な
ど
の
ࢿ
֨
の
取
ಘ
を

的
と
し
て
、
ཆ

ػ
関

に
お
い
て
１
年
Ҏ
上
の
Χ
リ
Ω
ỿ
ϥ
Ϝ
を
म
ۀ
中

で
あ
り
、
対

ࢿ
֨
の
取
ಘ
が
ݟ
ࠐ
ま
れ
る
場
合

に
、
म
ۀ
中
の
生
活
の
負
୲
の
ܰ
減
を
ਤ
る
た
め

の
高
等
৬
ۀ
܇
࿅
促
進
څ

ۚ
を
༧
ࢉ
の
ൣ
ғ
内

で
څ

し
ま
す
。

期̇
４
݄
��

（
ۚ
）
ま
で

※
څ

対

と
な
る
条
件
や
期
間
な
ど
、
ৄ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
৹
査
ޙ
に
څ

ܾ
定
し
ま
す
。
ご
期

に
ఴ
え

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
ྃ

ঝ
く
だ
さ
い
。

̇
子
ҭ
て
応
ԉ
課
ὸ
８
６
１・６
̕
５
１


子
・

子
家
ఉ
の

や
お
子
さ
ん
が
高
等
ֶ
ߍ

ଔ
ۀ
ఔ
度
認
定
ࢼ
ݧ
の
ߨ
࠲
を
ड
ߨ
す
る
場
合

に
、
අ
༻
の
一
෦
を
ࢧ
څ
し
ま
す
。
ࢧ
څ
を
ड
け

る
に
は
要
件
が
あ
り
、
ߨ
࠲
の
ड
ߨ
։
࢝
ま
で
に

事
લ
相
談
が
必
要
で
す
。
ৄ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

̇
子
ҭ
て
応
ԉ
課
ὸ
８
６
１・６
̕
５
１


子
、

子
、
Չ
්
家
ఉ
の
自
立
を
促
す
た
め
、

お
子
さ
ん
が
大
ֶ
な
ど
に
ब
ֶ
す
る
ࡍ
に
必
要
な

ࢿ
ۚ
（
म
ֶ
ࢿ
ۚ
、
ब
ֶ
ࢧ
度
ࢿ
ۚ
な
ど
）
の
ି


を
行
っ
て
い
ま
す
。
ି

に
は
要
件
が
あ
り
、

ま
た
ି

ऴ
ྃ
ޙ
は
ฦ
ࡁ
も
必
要
と
な
る
こ
と
な

ど
か
ら
進
࿏
ܾ
定
લ
の
ૣ
め
の
ご
相
談
を
お
勧
め

し
て
い
ま
す
。

※
ି

ま
で
は
、
ਃ
請
か
ら
໘

、
৹
査
を
ܦ
て

２
か
݄
ఔ
度
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
ି

の
可
൱

に
つ
い
て
は
৹
査
で
ܾ
定
し
ま
す
の
で
、
ご
期


に
ఴ
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご

ྃ
ঝ
く
だ
さ
い
。

̇
子
ҭ
て
応
ԉ
課
ὸ
８
６
１・６
̕
５
１

ܦ
ࡁ
的
な
理
༝
な
ど
に
よ
り
放
課
ޙ
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
ա
ご
し
て
い
る
ͻ
と
り

家
ఉ
の
খ
ֶ
生

を
対

に
、

子
・

子

ࢱ
η
ϯ
λ
ー
（
ۚ
城

３
ஸ

５
൪
地
の
４
）
で
ֶ
श
ࢧ
ԉ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
定
һ
、
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ৄ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

̇
ެ
ӹ
ࣾ
ஂ
法
人
那
覇
市

子
Չ
්

ࢱ
ձ

ὸ
８
５
８・７
２
１
７

ͻ
と
り

家
ఉ
の
ࣇ
ಐ
、
ま
た
は

が
重
度
ো
害

の
ঢ়
態
に
あ
る
ࣇ
ಐ
が
い
る
家
ఉ
に
、
ࣇ
ಐ
ැ
ཆ

手
当
を
ࢧ
څ
し
ま
す
。
手
当
は
ࣇ
ಐ
が
1�
ࡀ
と
な

り
、
࠷
ॳ
に
ܴ
え
る
３
݄
分
ま
で
ࢧ
څ
さ
れ
ま
す
。

ৄ
し
く
は
୲
当
૭
口
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

̇
子
ҭ
て
応
ԉ
課
ὸ
８
６
１・６
̕
５
１

手
当
ֹ
は
、
法
律
に
よ
り
全
ࠃ
ফ
අ
者
物
Ձ
指


の
変
ಈ
に
応
じ
て
վ
定
さ
れ
ま
す
。

※
ฏ

�0
年
８
݄
の
定
時

い
か
ら
վ
定
ޙ
の
ֹ

で
ৼ
ࠐ
と
な
り
ま
す
。

̇
子
ҭ
て
応
ԉ
課
ὸ
８
６
１・６
̕
５
１

平
成
30
年
度 

那
覇
市
͕
Μ
ݕ

の
実
ࢪ


ớࢠ

ࢠ
Ờ݈
߁
手
ா
の
ަ

を
受
͚
·
͠
Ỷ
う

େ
໊
ࣇ
ಐ
ؗ
େ
ن

վ
म

事
ʹ

う
ٳ
ؗ

ụ
ͻ
ͱ
り

家
庭
ର

Ủ

ߴ
ଔ
ೝ
ఆ
ࢼ
ݧ
の
受
講
අ
用
を
支
援
͠
·
͢

ụ
ͻ
ͱ
り

家
庭
ର

Ủ

ਐ
ֶ
අ
用
の
૬
ஊ

͓
ૣ
Ί
ʹ

ụ
ͻ
ͱ
り

家
庭
の
খ
ֶ
生
ର

Ủ

ษ
ڧ
の
͓
手

͍
͠
·
͢

ࣇ
ಐ
ැ
養
手

ʹ
ͭ
͍
ͯ

ͷՈΈんΈん  ʦड時間ʧ9時ʙ18時 Ր曜日ٳΈ
  ὸ882-3195 F"9882-3196

λΠτル 日時 内容 ఆһ 費用

ۭͱの
͓͞んΆ

4݄7日	
　　　　　
10時ʙ12時

ۭͱかΒ、٢公Ԃ
のق節Λָ͠ΉΠϕン
τͰす。

15ਓ
一ਓ300円
	อݥྉؚ

Ή


҆ँΫϦー
ンΞοϓ࡞ઓ

݄̐14日	
　　　　　
10時ʙ12時

の清ϘϥンテΟΞ
Ͱす。 な͠ ແྉ

ࢠͰ
のԕ

݄̐15日（日） 
9時ʙ12時

ΨΠυのղઆͰ那覇の
Λָ͠ΉاըͰす。 15ਓ

一ਓ300円
	อݥྉؚ

Ή


ըا8) 4݄28日（）
ʙ5݄6日（日）

内容・時間なͲ、ܾ まり
ୈ)1্Ͱ公ද͠ま࣍
す。

15ਓ ー

ू合場ॴɿのՈΈんΈん　)1ɿIUUQ�//NJONJONJO�TVOOZEBZ�KQ

■乳幼児健診　４月
˔ೕ݈ࣇʢલظɿ� �ɿظޙɺࠒ݄͔ ʣࠒ݄͔
ɹ݈ɿ݄̐ �� ʢʣɺ�� ʢʣɺ�� ʢʣ
ɹडɹɿ� ʙ࣌ �� ࣌ �� ʢظޙʣɺ�� ʙ࣌ �� ʣظʢલ࣌

݈ࣇ݄͔̒ࡀ̍˔
ɹ݈ɿ݄̐ �� ʢʣɺ�� ʢʣ
ɹडɹɿ�� ʙ࣌ �� ࣌

ʲおい߹Θͤʳอ݈ॴ�Ҭอ݈՝　ὸ��3���6�

※駐車台数に限りがあるため、できるだけ公共交通機関をご利用ください。
※駐車場から会場へ向かう際は、安全のため横断歩道をご利用ください。

ʰೕ༮߁݈ࣇࠪʱɺ

ɹɹ݈ࣇࡀ̏˔
ɹ݈ɿ݄̐ �� ʢՐʣɺ�� ʢՐʣ
ɹडɹɿ�� ʙ࣌ �� ࣌

平
成
30
年
度 

ߴ

৬
業
܇
࿅
ଅ
ਐ
څ

金
の
ਃ


ࣇ
ಐ
ැ
養
手

͓
Α
ͼ
ಛ
ผ
ࣇ
ಐ
ැ
養
手


の
ֹ
͕
ม
Θ
り
·
͢

໊ݕ ߲ࠪݕ
ෛ୲ֹݾࣗ

ू団ݕ ݕผݸ
ң͕ん

（Ҏ্ࡀ40） όϦϜ 1,000円 1,500円

大͕ん
（Ҏ্ࡀ40） ศજ݂ 600円 600円

ഏ͕ん・݁ ֩
（Ҏ্ࡀ40）

Ϩンτήン 400円 400円

（Ϩンτήン�ᄰᄪࠪݕ） 1,100円 1,100円

ん͕ٶࢠ
ྸۮҎ্のࡀ20 ᰍ෦ 800円 1,000円

ೕ͕ん
ྸۮҎ্のࡀ40

ϚンϞ 700円 900円

Τίー � 600円

पපࣃ
ࡀ40,50,60,70 内ߢޱ � 1300円

※ྸは、ฏ313݄31日時のྸͰす。
ࣗ、はऀڅडޢอ׆高ྸऀ、生ظޙ※ 。ෛ୲はありませんݾ

ಐࣇ
ැཆख

ରࣇಐ 
ֹ݄	۠څࢧ վఆલ վఆޙ	4݄ʙ


̍ਓ
શ෦څࢧ 42,290円 42,500円

一෦څࢧ
42,280円 

ʙ9,980円
42,490円 

ʙ10,030円

̎ਓ
Ճࢉ

શ෦څࢧ 9,990円 10,040円

一෦څࢧ
9,980円 

ʙ5,000円
10,030円 

ʙ5,020円

̏ਓҎ߱
Ճࢉ

શ෦څࢧ 5,990円 6,020円

一෦څࢧ
5,980円 

ʙ3,000円
6,010円 

ʙ3,010円

ಛผࣇಐ
ැཆख

ಐࣇ֘ڃ̍ 51,450円 51,700円

ಐࣇ֘ڃ̎ 34,270円 34,430円

5 2018 年（平成 30年）4月



ܦ
ࡁ
的
な
理
༝
に
よ
り
څ
৯
අ
、
म
ֶ
ཱྀ
行
අ
な

ど
の
ࢧ

が
ࠔ

な
人
に
、
අ
༻
の
一
෦
を
ԉ
ॿ

し
て
い
ま
す
。
４
݄
か
ら
の
ԉ
ॿ
を
ご
ر

の
人

は
、
４
݄
��

（
ۚ
）
ま
で
に
ਃ
請
し
て
く
だ
さ

い
（
５
݄
Ҏ
߱
も
ਵ
時
ड

可
）。
ਃ
請
݄
か
ら
の

ԉ
ॿ
と
な
り
ま
す
。
４
݄
に
市
立
ֶ
ߍ
の
全
খ
中

ֶ
生
に
お

ら
せ
の
ν
ϥ
γ
を
配

し
ま
す
の
で
、

ਃ
請
ํ
法
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ର̇
市
ࡏ
住
で
、
ࠃ
ެ
立
の
খ
中
ֶ
ߍ
へ
通
ֶ
し
て

い
る
ࣇ
ಐ
生
ె
の
保
ޢ
者
ま
た
は
۠
域
外
ब
ֶ
で

那
覇
市
立
の
খ
中
ֶ
ߍ
へ
通
ֶ
し
て
い
る
ࣇ
ಐ
生

ె
の
保
ޢ
者
で
、
ݱ
ࡏ
生
活
保
ޢ
を
ड
け
て
い
る

人
や
生
活
保
ޢ
を
ड
け
て
い
な
い
が
、
ԉ
ॿ
を
必

要
と
す
る
ܦ
ࡁ
ঢ়
گ
に
あ
る
人

※
生
活
保
ޢ
を
ड
け
て
い
る
人
は
、
म
ֶ
ཱྀ
行
අ
、

ҩ
ྍ
අ
の
一
෦
（
虫
ࣃ
の
࣏
ྍ
な
ど
）
の
み
対


̇
通
ֶ
し
て
い
る
ֶ
ߍ
の
事
務
ࣨ

ま
た
は
ֶ
務
課
ὸ
̕
１
７・３
５
０
５

ড়
化
૧
を
ઃ
置
す
る
場
合
は
、
市
の
ߨ
श
ձ
を
ड

け
、ứ
ड
ߨ
ࡁ
ূ
Ừ
を
ઃ
置
ಧ
ग़
ॻ
な
ど
に
ఴ

し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ড়
化
૧
の
ઃ
置
お
よ
び

適
切
な
ҡ
࣋
管
理
な
ど
を
行
う
た
め
、
ߨ
श
ձ
の

ड
ߨ
を
お
願
い
し
ま
す
。

̇
ຖ
݄
ୈ
３
木
༵
　
1�
時
Ỗ
1�
時

※
։
࠵

の
લ

ま
で
༧

を
ड
け

け
ま
す
。

当

ड

は
க
し
ま
せ
ん
。

場̇
ຊ
ி
ࣷ
７
階　
ձ
ٞ
ࣨ

ର̇
ᶃ
市
内
に
ড়
化
૧
を
ઃ
置
さ
れ
る
人

ᶄ
ᶃ
Ҏ
外
で
、
ઃ
置
ಧ
ग़
時
に
那
覇
市
民
で
あ
る

人　
අ̇
ແ
ྉ

̇
環
境
保
全
課
ὸ
̕
５
１・３
２
２
̕

例
年
、
ਗ਼
໌
ࡇ
期
間
中
の


ॕ

1�
時
લ
ޙ

は
、
ࣝ
໊
ྶ
Ԃ
周
辺
ಓ
࿏
が
大
変
ࠞ
雑
し
ま
す
。

ற
ं
場
を
ご
ར
༻
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
来
Ԃ
時
間
を

ら
せ
る
な
ど
、
ަ
通

ौ

؇

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
ڙ
え

物
な
ど
࣋
ࢀ
し
た
も
の
は
必
ず
お
࣋
ち
ؼ
り
く

だ
さ
い
。

̇
ࣝ
໊
ྶ
Ԃ
周
辺
ಓ
࿏
に
つ
い
て

˝
ಓ
࿏
管
理
課
ὸ
̕
５
１・３
２
３
７

ࣝ
໊
ྶ
Ԃ
に
つ
い
て

˝
環
境
保
全
課
ὸ
̕
５
１・３
２
２
̕

̥
̘
̗
と
は
、
ܬ
ޫ
౮
な
ど
ి
ؾ
ػ
ث
の
ઈ
ԑ
༉

な
ど
に
෯

く

༻
さ
れ
て
い
た
化
ֶ
物
࣭
で

す
が
、
人
ମ
に
有
害
な
た
め
ݱ
ࡏ
は
新
た
な



が
ې
ࢭ
さ
れ
て
お
り
、

༻
中
の
も
の
も
ؚ
め

て
ॲ
理
期
ݶ
ま
で
に
ഇ
棄
ॲ
分
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ॲ
理
手
続
き
に
は
時
間
が
か
か
る
た

め
、
対

建
物
を
所
有
・
管
理
し
て
い
る
人
は
、


༻
・
保
管
し
て
い
る
̥
̘
̗
安
定
ث
が
な
い

か
、

や
か
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
一
ൠ
家
ఉ
༻
の
ܬ
ޫ
౮
な
ど
の
安
定
ث
に
は

̥
̘
̗
が

༻
さ
れ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

期̇
ฏ

��
年
３
݄
�1

（
こ
れ
Ҏ
߱
、
ॲ
理
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
）

ର̇
ত

��
年（
１
̕
７
７
年
）３
݄
ま
で
に
建
ங・

վ
म
さ
れ
た
建
物

̇
ഇ
棄
物
対
策
課
ὸ
̕
５
１・３
２
３
１

খ
ֶ
ߍ
۠
ί
ϛ
ỿ
χ
ς
ỹ
推
進
基
ຊ
ํ

に
基

づ
き
、「
ߍ
۠
ま
ち
づ
く
り
協
ٞ
ձ
」
の
ઃ
立
に


け
た
新
た
な
ߍ
۠
を
ื
ू
し
ま
す
。

【
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
は
？
】

খ
ֶ
ߍ
۠
内
で
活
ಈ
す
る
自
࣏
ձ
、
̥
（̩
̘
）̖

お
よ
び
地
域
で
活
ಈ
す
る
ݸ
人
・
ا
ۀ
・
事
ۀ
所

等
、
地
域
の
全
て
の
ํ
ʑ
で
ߏ

す
る
ஂ
ମ
が
、

そ
れ
ͧ
れ
の

的
や
活
ಈ
を
ଚ
重
し
合
い
、
؇
や

か
に
࿈
ܞ
・
協
力
し
な
が
ら
、
合
意
ܗ

を
ਤ
っ

た
う
え
で
、
地
域
の
課
題
ղ
ܾ
を
ਤ
っ
て
い
く
こ

と
を

的
と
し
て
、
自
主
的
に
ઃ
立
し
た
組
৫
。

【
応
募
資
格
】

ߍ
۠
ま
ち
づ
く
り
協
ٞ
ձ
ま
た
は
४
උ
ձ
を
ઃ

立
す
る
意
ཉ
が
あ
り
、
自
࣏
ձ
、
̥
̩
（
̘
）
̖

お
よ
び
地
域
で
活
ಈ
す
る
ݸ
人
・
ا
ۀ
・
事
ۀ
所

等
で
ߏ

さ
れ
る
ஂ
ମ

【
募
集
期
間
】

４
݄
２

（
݄
）Ỗ
ื
ू
ߍ
۠

に
ୡ
す
る
ま
で

【
募
集
校
区
数
】
３
ߍ
۠
を
༧
定

【
支
援
内
容
】

・
ઃ
立
に

け
た
相
談
、Ξ
υ
ό
Π
β
ー
の

ݣ
等

・
協
ٞ
ձ
ま
た
は
४
උ
ձ
ઃ
立
ޙ
の
事
ۀ
අ
等
に

係
る
ิ
ॿ
ۚ
の
ަ


̇
ま
ち
づ
く
り
協
働
推
進
課
ὸ
８
６
１・３
８
４
６

平
成
30
年
度
ủ
ߍ
۠
·
ͪ
ͮ
͘
り
ڠ
ٞ
ձ
支

援
事
業
Ứ
ʹ
͓
͚
Δ
ߍ
۠
募
集

募ɹ

集

那覇市ຽΪϟϥϦʔ 　　　　　　　　　　　4݄3日ʙ4݄29日（݄曜ٳ館）
　　　　　　　　　　　（ύϨοτ も͘  ͡6F）ὸ867-7663 

̐／ （̏Ր）

̐／ （̔日）

ୈ̍లࣔࣨ

ീॏࢁඒज़ల （八重山美術会　石垣　博孝）
 絵画・彫刻・

焼物・八重山上布・
染織・書道

入
場
無
料

ୈ̎లࣔࣨ

ୈ̏లࣔࣨ

̐／10（Ր）

̐／15（日）

ୈ̍లࣔࣨ ୈ11ճ　ϑΥτ琉球のޫ　ࣸਅల （フォト琉球の光　上原　英夫） 写真

ୈ̎లࣔࣨ 中島Πιࢠల　 ɻ ;りか͑Δʵ （中島　イソ子） 絵画

ୈ3లࣔࣨ ୈ̏ճ　ۚ城ొݸ　ࢠ࢜ల （金城　登士子） 絵画

̐／17（Ր）

̐／22（日）

ୈ̍లࣔࣨ Τル・ΧルνϟースΫール σδΧϝࣸਅڭ （ࣨはͯΔま ͜ う）ୈ̎ճ ࣸਅల  （はてるま　こう） 写真

ୈ̎లࣔࣨ ୈ28ճ　ΞτϦΤైֆըల （アトリエ杜　山田　武） 絵画

ୈ̏లࣔࣨ ੴ֞ࢠژฤख芸࡞లʙણࡉなٕ͕ޫΔ、खฤΈのੈքʙ  （石垣　京子） 編物

̐／24（Ր）

̐／29（日）

ୈ̍లࣔࣨ Ҵࢠ　ถणه೦ ࡞ల （稲福　和子） 書道・木目込み・紅型

ୈ̎లࣔࣨ లࣔはありません
ୈ̏లࣔࣨ ల࡞　थ߂　ࢤ۩ （具志　弘樹） 絵画

※ ։館時間は10時ʙ19時Ͱす。（࠷ऴ日のด館は17時まͨは18時）Ͱす。
※ ϦϘٳళ日は中ԝΤϨϕーλーΛ͝ར用͍ͩ͘͞。 
※ 合ʹΑり内容มߋすΔ場合も͍͟͝ます、࠷৽ใはΪϟϥϦーホーϜϖーδまͨはΪϟϥϦー૭ޱ
　 ͓問͍合Θせ͍ͩ͘͞。（ホーϜϖーδ IUUQ�//XXX�QBMFUUF-LVNPKJ�DP�KQ/OBIB/HBMMFSZ/）

ʙ
ʙ

ʙ
ʙ

ড়
化
૧
ઃ
ஔ
ऀ
講
श
ձ
の
։
࠵

平
成
30
年
度 

ब
ֶ
援
助
の
ਃ


ࣝ
໊
ྶ
Ԃ
ʹ
͓
͚
Δ
ਗ਼
໌
ࡇ
࣌
の
ご
ڠ
ྗ
ئ
͍

̥
̘
̗
҆
ఆ
器
の
ظ
ݶ

処
理
ʹ
ご
ڠ
ྗ
͘
ͩ
͞
͍

ύϨοτ市ຽܶ 　　　（ύϨοτ も͘  ͡9F）ʦ։館時間ʧ9�00 ʙ22�00/Ր曜日ٳ館
　　　ὸ869-4880 F"9869-4883

日 催 ։演 ೖ場ྉ

4（ਫ） 5IF 9UI $IBSJUZ &WFOU 2018 
ʙ/BIB IJHI TDIPPM %BODF DMVC 9UI MJWF TIPXʙ

ᶃ14�00 
ᶄ18�00 =500 

5（木） ୈ5࣍那覇市૯合ܭը 
ΩοΫΦϑγンϙδϜ 18�00 ແྉ

7（） ୈ32ճ　伊波ཹར　όϨΤスλδΦൃද会 17�00 ແྉ	要ཧ݊

8（日） 小ྛ道ࢯͱ८ΔυΠπՎۂ 14�00 一般=3,000　学生	大学生ҎԼ
=1,500

14（） 阿෦ຽࢠιϓϥϊϦαΠλル 
ʙय़、島ͱԭೄʹΑせͯʙ 19�00 大ਓ=2,500　学生=1,000 

	日֤=500૿

15（日） ୈ22ճ　ָݭΞンαンブルの༦ 19�00 =800	日=200૿


18（ਫ） ϋϫΠ͓きなΘϓϥβه೦ 
花͜ͱՎག༑の会νϟϦテΟー 18�30 =2,000 

21（） 
ଜϛχϥΠブࠓژؔ	演会ߨ　ࠀଜࠓ 18�30 大ਓ=2,300　小学生ҎԼ=1,600　ະब学ࣇක্ແྉ 
	日֤=500૿


22（日） 1SFDJPVT+
FJSTU "EWFOUVSF 18�30 =3,000 

28（） ࡀ劇νφーάνສت 18�00 =2,500	日=500

29（日） スϖϥԻָӃ　ୈ4ճൃද会 14�00 ແྉ

30（݄） ୈ28ճ　ϦόテΟー・Οンυ・Ξンαンブル　 
ఆظ演会 18�30 一般 =800 

学生 =500

　税金のお支払いなら口座振替がオススメです！
　１度手続きするだけで、納め忘れがなくなり、何度も納めに
行く手間も省けて便利です。
　お手続きは金融機関窓口で！

　また、昨年 6月から沖縄県内のイオン・マックスバリュのサー
ビスカウンターに公共料金収納代行サービスに対応したＭＭＫ
（マルチメディアキオスク）端末が設置されました。
　コンビニ対応納付書でご利用できます！

　　　　　　※コンビニ対応納付書とは
　　　　　　　　　コンビニ納付用バーコードが印字された
　　　　　　　　　金額が 30万円以下の納付書のことです。

をお願いします

納期内納付

　　　　　　
　　　　　　　　　コンビニ納付用バーコードが印字された
　　　　　　　　　金額が 30万円以下の納付書のことです。

͓͍߹Θͤઌɹೲ੫՝ɹὸ 8�1��902

便利で
安心な
口座振替

納付書払いは
金融機関、
コンビニや

イオン・マックス
バリュで♪

固

定資
産税
、軽自動

車税、個人市県民税（普通徴収分
）

市 税

62018 年（平成 30年）4月



ฏ

�0
年
度
に
༧
定
し
て
い
る
「
地
域

ࢱ
活
ಈ

事
ۀ
」
に
対
し
て
、
事
ۀ
に
必
要
な
ܦ
අ
を
「
那

覇
市
地
域

ࢱ
基
ۚ
」
か
ら
�0
ສ
ԁ
を
上
ݶ
に
ิ

ॿ
し
ま
す
。
ৄ
ࡉ
は
市
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ
ま
た
は
୲

当
૭
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ừ
ื
ू
期
間
Ử
４
݄
２

（
݄
）Ỗ
��

（
ۚ
）

̇

ࢱ

策
課
ὸ
８
６
２・̕
０
０
２

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
８
６
２・０
３
８
３

ຊ
市
に
ొ

し
、

ݣ
で
き
る
通
༁
者
の
ཆ

を


的
と
し
て
、手

ไ

һ
ཆ

ߨ
࠲
（
３
年
間
）

の
ड
ߨ
生
を
ื
ू
し
ま
す
。

̇
ຖ
ि
ਫ
༵
（
༧
定
）　
10
時
Ỗ
1�
時

※
ॕ

お
よ
び
年

年
࢝
等
আ
く

ừ
ߨ
࠲
期
間
Ử
ฏ

�0
年
５
݄
։
࢝
Ỗ
３
年
間

場̇
市

所
ຊ
ி
　ࣷ
※
ற
ं
場
は
有
ྉ

ର̇
ᶃ
市
ࡏ
住
・
ࡏ
ۈ
の
人
、
ᶄ
ຊ
ߨ
࠲
ऴ
ྃ
ޙ
、

引
き
続
き
手

通
༁
者
ཆ

ߨ
࠲
（
２
年
間
）
を

ड
ߨ
し
、
ຊ
市
の

ݣ
通
༁
者
と
し
て
活
༂
で
き

る
人
、
ᶅ
1�
ࡀ
Ҏ
上　
ఆ̇
10
人
ఔ
度

ਃ̇
４
݄
２
（
݄
）Ỗ
1�
（
ۚ
）の
間
に
ো
が
い


ࢱ
課
の
૭
口
で
ਃ
ࠐ
ॻ
を
ه
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ừ
બ
ߟ
ํ
法
Ử
໘

（
４
݄
Լ
०
༧
定
）

̇
ো
が
い

ࢱ
課
ὸ
８
６
２・３
２
７
５

す
て
き
な
那
覇
み
つ
け
ま
せ
ん
か
。

み
な
さ
ん
が
「
す
て
き
だ
な
ʂ
」
と
思
う
建
物
や


൘
、
֗
ฒ
み
を
ࣸ
ਅ
に
ࡱ
っ
て
、
応
ื
し
て
く

だ
さ
い
。

ର̇
ฏ

�0
年
３
݄
ま
で
に


し
た
も
の
で
、市

内
に
お
い
て
༏
れ
た

市
景
観
の
ܗ

に
寄
与

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
建
ங
物
、

࡞
物
、
屋
外


告
物
、
場
な
ど
。
自
ન
ଞ
ન
は
問
い
ま
せ
ん
。

ừ
応
ื
期
間
Ử
４
݄
1�

（
݄
）Ỗ
５
݄
�1

（
木
）

ừ
応
ื
༻
ࢴ
の
配

場
所
Ử

ຊ
ி
ࣷ
１
階
ϩ
Ϗ
ー
、
̕
階

市
計
画
課
（
ϗ
ー

Ϝ
ϖ
ー
δ
か
ら
も
μ

ϯ
ϩ
ー
υ
可
）、
֤
ࢧ
所

※
ৄ
し
く
は
市
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ
を
ご
ཡ
く
だ
さ
い
。

ừ
応
ื
ํ
法
Ử


市
計
画
課
ま
で
༣
ૹ
、
̚
ϝ
ー
ϧ
ま
た
は
࣋
ࢀ

̇

市
計
画
課
ὸ
̕
５
１・３
２
４
６

　

 U�UPTJ001!
DJUZ�OBIB�MH�KQ

ご
み
の
減
量
・
ࢿ
ݯ
化
・
ࢿ
ݯ
化
物
の
࣋
ڈ
り
防

ࢭ
を
推
進
す
る
た
め
、
家
ఉ
か
ら
ग़
さ
れ
る
ࢿ
ݯ

化
物
（
ݹ
ࢴ
ྨ
・
ҿ
ྉ
؈
）
を
ճ
ऩ
・
保
管
し
、

市
に
引
き

す
ஂ
ମ
に

ྭ
ۚ
を
ަ

し
ま
す
。

ର̇
自
࣏
ձ
・
̥
̩
̖
な
ど
で
ߏ

さ
れ
、
定
期

的
に
૯
量
２
０
０
ᶵ
ఔ
度
の
ࢿ
ݯ
化
物
を
ू
め

る
こ
と
が
で
き
る
ஂ
ମ

ừ
ۚ
ֹ
Ử
ࢴ
（
10
ԁ
ʗ
ᶵ
）、
Ξ
ϧ
ϛ
؈
（
１
０
０

ԁ
ʗ
ᶵ
）、
ス
ν
ー
ϧ
؈
（
５
ԁ
ʗ
ᶵ
）

ਃ̇
事
લ
に
ஂ
ମ
ొ

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

̇
ク
リ
ー
ϯ
推
進
課
ὸ
８
８
・̕３
５
６
７

̇
ݘ
や
ೣ
の
正
し
い
ࣂ
い
ํ
を

め
る
活
ಈ

ର̇
ಈ
物
の
Ѫ
ޢ
と
適
正
ࣂ
ཆ
を
推
進
す

る
ຊ
市
の
ࢪ
策
に
協
力
で
き
る
人

ఆ̇
８
人
Ҏ
内　
ਃ̇
４
݄
1�
（
ۚ
）ま
で

̇
環
境
衛
生
課
ὸ
̕
５
１・
１
５
３
０

家
ఉ
か
ら
ഉ
ग़
さ
れ
る
生
ご
み

を
減
ら
す
た
め
、
生
ご
み
ॲ
理

ػ
・
生
ご
み
ॲ
理
༰
ث
を
ߪ
入

す
る
ੈ
ଳ
に
༧
ࢉ
の
ൣ
ғ
内
で


ྭ
ۚ
を
ަ

し
ま
す
。

※
ަ

に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
購
入
す
る
前
に

必
ず
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ର̇
生
ご
み
ॲ
理
ػ
˝
１
ੈ
ଳ
１
台
ま
で

　
生
ご
み
ॲ
理
༰
ث
˝
１
ੈ
ଳ
２
台
ま
で

ụ
ۚ
ֹ
Ủ
ຊ
ମ
Ձ
֨
の
３
分
の
２
（
上
ݶ
３
ສ
ԁ
）

̇
ഇ
棄
物
対
策
課
ὸ
̕
５
１・３
２
３
１

ର̇
市
ࡏ
住
の
�0
ࡀ
Ҏ
上
で
上
Լ
ਫ
ಓ
事
ۀ
に
関
心

が
あ
り
、
࣍
の
活
ಈ
に
ࢀ
加
可
能
な
人
（
ࠃ
、
ݝ

お
よ
び
ݝ
Լ
市
ொ
ଜ
の
ެ
務
һ
を
আ
く
）

̇
ᶃ
ฏ

の
ձ
ٞ
等
（
̕
時
Ỗ
1�
時
の
間
で
２
時

間

Ỗ
３
時
間
ఔ
度
、
年
３
ճ
༧
定
）、
ᶄ
ࢪ
ઃ
ݟ

ֶ
ձ
（
̕
時
Ỗ
1�
時
の
８
時
間
、
年
１
ճ
）
へ
の

ࢀ
加
、
ᶅ
Ξ
ϯ
ケ
ー
τ
調
査
へ
の
ճ

な
ど

※
Ϟ
χ
λ
ー
活
ಈ
へ
の
࣮

ঢ়
گ
に
応
じ
て
、
ँ

ྱ
ۚ
を
お
ࢧ

い
し
ま
す
。
ձ
ٞ
３
ઍ
ԁ
ʗ
ճ
、

Ξ
ϯ
ケ
ー
τ
調
査
ઍ
ԁ
ʗ
件

ఆ̇
1�
人　
※
応
ื
ଟ

の
場
合
は
ந
બ

ụ
ื
ू
期
間
Ủ
４
݄
�0

（
݄
）
ま
で

ụ
応
ื
ํ
法
Ủ
ハ
Ψ
Ω
、
̛
̖
̭
ま
た
は
̚
ϝ
ー
ϧ

に
ᶃ
༣
ศ
൪
߸
・
住
所
、
ᶄ
ࢯ
໊
（
ϑ
リ
Ψ
φ
）、

ᶅ
年
齢
、
ᶆ
ి

൪
߸
、
ᶇ
৬
ۀ
、
ᶈ
応
ื
ಈ
ػ

を
໌
ه
の
上
、
ご
応
ื
く
だ
さ
い
。
ৄ
し
く
は
上

Լ
ਫ
ಓ
ہ
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ
を
ご
ཡ
く
だ
さ
い
。

̇
上
Լ
ਫ
ಓ
ہ
૯
務
課
ὸ
̕
４
１・７
８
０
１

˟
̕
０
０・０
０
０
６　
那
覇
市
お
も
Ζ
ま
ち
１
ஸ


１
൪
１
߸　
上
Լ
ਫ
ಓ
ہ
૯
務
課

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
̕
４
１・７
８
２
１

　

 TPVN
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X
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期̇
４
݄
２

（
݄
）Ỗ
５
݄
1�

（
ਫ
）

ର̇
市
内
খ
ֶ
ߍ
に
通
う
খ
ֶ
３
年
生
Ỗ
６
年
生

ụ
応
ื
࡞

Ủ
ਫ
ಓ
を
ς
ー
Ϛ
と
し
た
未
発
表
࡞

　
※
ਫ
ಓ
に
つ
い
て
の
ඪ
ޠ
を
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
例
ử
「
あ
り
が
と
う　

お
い
し
い
ਫ
」、「
こ

の
一
ణ
を
大
切
に　
ਫ
は
ๅ
物
」
な
ど

※
画
ࡐ
お
よ
び
৭

は
自
༝
。
࢛
つ
切
り
の
༻
ࢴ

を

༻
。

˗
応
ื
ํ
法
な
ど
ৄ
し
く
は
上
Լ
ਫ
ಓ
ہ
ϗ
ー
Ϝ

ϖ
ー
δ
を
ご
ཡ
く
だ
さ
い
。

応
ื
者
全
һ
に
ࢀ
加

、
入

者
に
は

ঢ়
と
෭


と
し
て
ਤ
ॻ
Χ
ー
υ
を
ଃ
ఄ
し
ま
す
。

࠷
༏
ल

（
１
࡞

）　
༏
ल

（
２
࡞

）　

༏
良

（
３
࡞

）　
入
બ
（
10
࡞

Ҏ
上
）

̇
上
Լ
ਫ
ಓ
ہ
૯
務
課
ὸ
̕
４
１・７
８
０
１

̇
４
݄
８

（

）
1�
時
Ỗ
1�
時


ừ
ߨ
ࢣ
Ử
ඉ
口
७
一

ࢯ
（

ຊ
थ
木
ҩ
ձ
ԭ
ೄ

ݝ
ࢧ
෦
長
）　
場̇

化
η
ϯ
λ
ー
ߨ
श
ࣨ

ఆ̇
�0
人
（
要
事
લ
ਃ
ࠐ
）　

අ̇
１
５
０
０
ԁ
（
ࡐ
ྉ
අ
）

̇

化
η
ϯ
λ
ー
ὸ
８
６
２・
１
̕
４
７

̇
４
݄
1�

（

）
1�
時
Ỗ
1�
時

ừ
ߨ
ࢣ
Ử
Լ
地

ً
ࢯ
（
お
き
な
わ
環
境
ク
ϥ
ブ

ձ
長
）　
場̇

化
η
ϯ
λ
ー
ߨ
श
ࣨ

̇
Ξ
μ
ϯ
や
ά
ϯ
ό
Π
ώ
ϧ
Ψ
Φ
と
い
っ
た
ւ

؛
で
よ
く
ݟ
ら
れ
る
২
物
を
通
し
て
、
ԭ
ೄ
の
自

વ
に
つ
い
て

հ
し
ま
す
。

ఆ̇
�0
人
（
要
事
લ
ਃ
ࠐ
）

අ̇
５
０
０
ԁ
（
බ
、
ࢿ
ྉ
な
ど
）

̇

化
η
ϯ
λ
ー
ὸ
８
６
２・
１
̕
４
７

平
成
30
年
度

水
道
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
募
集

各
種
木
の
実
を
使
っ
た
オ
ブ
ジ
ェ
作
り

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
受
講
生
の
募
集

資
源
化
物
拠
点
回
収
事
業 

参
加
団
体
募
集

動
物
愛
護
サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集

第
20
回 

那
覇
の
景
観
賞
公
募

沖
縄
の
海
岸
植
物
を
知
ろ
う

那
覇
市
地
域
福
祉
基
金
補
助
団
体
募
集

那覇市ぶんかテンブス館
【利用時間】月9時～18時 火～日9時～22時 ※第2・4月曜休館

4Fテンブスホール　※満席の場合もあります。要予約。
主催/那覇市ぶんかテンブス館　問合せ先/868-7810

日 時間 公演内容 費用

5（木） 19時
木曜芸能公演

琉球舞踊/
阿波連本流啓扇紅節の会

一般1,500円
高校生1,130円

小・中学生750円

12（木） 19時
木曜芸能公演

島唄/大城建大郎 、大城悠 、
伊波はづき、他

19（木）
14時

／
19時

木曜芸能公演
うちなー芝居/

劇団隆清群 、劇団花道

26（木） 19時 木曜芸能公演
琉球舞踊/島袋流千尋会

ʲར༻ؒ࣌ ฏr9࣌ʙ18࣌　˞றं͋Γ（ؒ࣌�ແྉ）
ʲॴ rן�Ŗ�Ŗ1 ͳ市ຽڠಇϓϥβ#1֊   ☎988Ŗ�16� （'"9）917Ŗ1�81

ʲࢧۀԉαʔϏεʳ
ɾۀɾۀىʹؔ͢Δ͝૬ஊ
ɾܭۀࣄըॻ࡞ࢧԉ
ɾۀ༥ࢿɺิ ॿۚɺ֤ छਃख
  ଓ͖ࢧԉ
ɾؔۀ࿈セϛφー։࠵
ɾଞۀ࿈ࢧܞԉؔػͷ͝Ҋ

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
購
入
支
援
制
度

平
成
30
年
度 

上
下
水
道
モ
ニ
タ
ー
募
集

なは女性センター
なは市民協働プラザ1階（旧銘苅庁舎）

ʲར༻ؒ࣌ 月rʙۚ ࣌�ʙ࣌��  ࣌�ʙ࣌��
ʲٳ館日 日r ɾ༵ॕ 日ɾҚྶの日ʢ����ʣɾ�����ʙ���
ὸ�5������ F"9�5������

なは女性センター利用者連絡会議のお知らせ
なঁੑηϯλーར༻ऀのみなさまࢪઃར༻のదਖ਼Խͱɺར༻ஂମؒのަྲྀΛ
ਤΔたΊɺԼهのͱおりར༻ऀ࿈བྷձٞΛ開࠵しま͢ɻར༻ొのߋ৽खଓき৽
いま͢ɻߦઃར༻આ໌なͲΛࢪஂମر༺རن
■日 4月11日(水)14時～15時半／19時～20時半（昼・夜いずれかにご参加ください）
■場 なは女性センター学習室　ˎࣄલʹおਃしࠐみඞཁ͋りまͤΜのͰɺ͝དྷくださいɻ
■対 なは女性センター利用団体、または利用希望団体
第22回　レインボー交流会　テーマ「カミングアウトについて話そう」
L(#TΛؚΉੑのଟ༷ੑʹͭいてޠり合いたいํのたΊのަྲྀձͰ͢ɻͲなたͰ
ʹՃいただけま͢ɻ৽度が͡まΔ４月のަྲྀձɺʮカϛϯάΞトʯࢀ͝ ͭいて
のࢥいみΛシΣΞしま͢ɻ
■日 4月20日（金）19時～20時半　■場 なは女性センター学習室　■対 性の多様性
を尊重する方ならどなたでも　■定 なし（申込み不要）　■費 無料　్தೖୀࣨՄ　
ओ࠵ɿʹ ͡いΖΦϋφ！
相談室「ダイヤルうない」☎︎０９８－８６１－７５１５
૬ஊड࣌ ɿؒ月ʙ　̕ ࣌��ʙ࣌��／࣌��ʙ࣌
●電話相談●面接相談（女性のみ）●法律相談（予約制）●性の多様性に関する相談

ʲब৬ࢧԉαʔϏεʳ
ɾब৬ʹؔ͢Δ͝૬ஊ
ɾద正৬ۀஅ
ɾ໘ରࡦɾཤྺॻ࡞ࢧԉ
ɾब৬ؔ࿈セϛφー։࠵
ɾٻ人ใఏڙαーϏε

ʲͦͷଞʳ
ɾۀɾब৬ؔ࿈ॻ੶ଟೖՙ（ࣗ͝༝ʹӾཡͰ͖·͢）
ɾΠンターωοτใऩूίーφー
ɾແྉ 8J-'JɺަྲྀɾϛーςΟンάεϖーε͋Γ

ڵʹۀຯͷ͋Δ人४උதͷ人ɺޙۀͷ人ɺब৬స৬׆ಈதͷ人ͷͨ
Ίͷ૬ஊ૭ޱͰ͢ɻͲ͏͓ͧܰؾʹ͝ར༻͍ͩ͘͞ɻ

7 2018 年（平成 30年）4月
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館
物
博
史
歴
市
覇
那

館
物
博
物
焼
屋
壺

「
ౡ
ͥ
ん
Ϳ
で
お
ー
き
な
　ࡇ
ୈ
10
ճ
ԭ
ೄ
ࠃ
ࡍ

ө
画
ࡇ
」
が
那
覇
市
を
ϝ
Π
ϯ
ձ
場
に
։
࠵
さ

れ
ま
す
。
４
݄
��

（

）
に
は
ࠃ
ࡍ
通
り
Ϩ
ỽ

υ
Χ
ー
ϖ
ỽ
τ
も
࣮
ࢪ
さ
れ
ま
す
。
ଟ
く
の
み
な

さ
ん
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お

ち
し
て
い
ま
す
。

̇
４
݄
1�

（
木
）Ỗ
��

（

）

場̇

の
上
う
み
そ
ら
ެ
Ԃ
、
ࠃ
ࡍ
通
り
、
新


心
ެ
Ԃ
周
辺
ほ
か

※
ற
ं
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ެ
ڞ
ަ
通
ػ

関
や
γ
Ỿ
τ
ϧ
ό
ス
を
ご
ར
༻
く
だ
さ
い
（
近

隣
の

ۀ
ࢪ
ઃ
に
は
ఀ
め
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
）。
ৄ
し
く
は
̝
̥
を
ご
ཡ
く
だ
さ
い
。

※
４
݄
��

は
ࠃ
ࡍ
通
り
の
ަ
通
ن
制
を
࣮
ࢪ

し
ま
す
。
ご
理
ղ
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

අ̇
ແ
ྉ
（
一
෦
Π
ϕ
ϯ
τ
は
有
ྉ
）

̇
観
ޫ
課
ὸ
８
６
２・３
２
７
６

̇
４
݄
１

（

）
Ỗ
８

（

）

̕
時
Ỗ
1�
時　

場̇
那
覇
市
伝
౷

ܳ
　ؗ

（
て
ん
Ϳ
す
那
覇
２
階
）

̇
γ
ー
α
ー
の
ల
ࣔ
ൢ
ച
、৬
人

に
よ
る
γ
ー
α
ー
࡞
り
࣮
ԋ
、

子
γ
ー
α
ー

࡞
り
ମ
ݧ

අ̇
ແ
ྉ
（
γ
ー
α
ー
࡞
り
ମ
ݧ
は
有
ྉ
）

ਃ̇
ମ
ݧ
は
要
༧


※
ৄ
ࡉ
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

̇
那
覇
市
伝
౷

ܳ
ؗ
ὸ
８
６
８・７
８
６
６

ݘ
ೣ
ࡴ
ॲ
分
の
ݱ
ঢ়
な

ど
を

る
、
ߟ
え
る

き
っ
か
け
࡞
り
を

的

と
し
て
։
࠵
し
ま
す
。

̇
４
݄
1�

（

）

11
時
Ỗ
1�
時　

場̇
那
覇
市
中
心

ళ
　֗

に
͗
わ
い

場
（
দ
ඌ
）

අ̇
ແ
ྉ

̇
つ
な
͙
ϑ
ỻ
ス
࣮
行
ҕ
һ
ձ

　

 UTVOBHV�PLJOBX
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HN
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Ψ
Π
υ
に
よ
る
ղ
આ
を
ฉ
き
な
が
ら
、
ੈ
ք
Ҩ

産
で
あ
る
ۄ
ྕ
に
つ
い
て
ֶ
び

ま
す
。

̇
４
݄
1�
（

）
11
時
Ỗ
1�
時　

場̇
ۄ
　ྕ
අ̇
ແ
ྉ　

※
事
લ
༧

ෆ
要
。
ۄ
ྕ
݊
ച

所
લ
に
５
分
લ
ま
で
に
ू
合

̇
จ
化
財
課

ὸ
̕
１
７
・３
５
０
１

̇
４
݄
1�
（
ۚ
）Ỗ
1�
（

）
10
時
Ỗ
1�
時

場̇

化
η
ϯ
λ
ー
ԣ
ࣳ

場

̇
草
木
、
Ֆ
、
ఉ
木
、
新


ࡊ
な
ど

̇

化
η
ϯ
λ
ー
ὸ
８
６
２・
１
̕
４
７

̇
４
݄
1�

（

）
̕
時
Ỗ
1�
時

場̇

化
η
ϯ
λ
ー
ԣ
ࣳ

場

අ̇
ϑ
リ
ー
Ϛ
ー
ケ
ỽ
τ
˝
ं
྆
࣋
ࠐ
（
７
０
０

ԁ
）、
࠲
ച
り
（
５
０
０
ԁ
）

ਃ̇
̇

化
η
ϯ
λ
ー
ὸ
８
６
２・
１
̕
４
７

　

や
ち
Ή
ん
γ
ー

α
ー
発

の
地
・

ᆵ
屋
か
ら
、
γ
ー

α
ー
จ
化
を
全
ࠃ

に

け
て
発
৴

す
る
Π
ϕ
ϯ
τ
で

す
。
当

は
、ᆵ
屋
の
ொ
を
୳
ݕ
す
る「
ᆵ
屋
ま
ー

い
」・「
γ
ー
α
ー
ま
ー
い
」
や
「
γ
ー
α
ー
ల
」、

ಃ

に
よ
る
γ
ー
α
ー
࡞
り
の
࣮
ԋ
、
や
ち
Ή
ん

໘
γ
ー
α
ー
࡞
り
ମ
ݧ
ڭ
ࣨ
（
４
݄
１

ま
で
に

要
ਃ
ợࠐ
10
時
Ỗ
1�
時
の
間
Ụ
ઌ
ண
�0
人
）、
ᆵ
屋

や
ち
Ή
ん
通
り
ձ
֤
ళ
ฮ
で
の
ׂ
引
ൢ
ച
や
ᆵ
屋

の
γ
ー
α
ー
を
୳
す
ス
λ
ϯ
ϓ
ϥ
リ
ー
、
那
覇
市

伝
౷

ܳ
ؗ
で
の
γ
ー
α
ー
ൢ
ച
な
ど
、
༷
ʑ
な

Π
ϕ
ϯ
τ
を
࣮
ࢪ
༧
定
で
す
。

（
主
」࠵
ᆵ
屋
で
γ
ー
α
ー
の

ʂ
」࣮
行
ҕ
һ
ձ
）

̇
４
݄
３

（
火
）
10
時
Ỗ
1�
時

場̇
ᆵ
屋
や
ち
Ή
ん
通
り
・
ᆵ
屋
ম
物
ത
物
ؗ

̇
ᆵ
屋
ম
物
ത
物
ؗ
ὸ
８
６
２・３
７
６
１

ୈ
1�
ճ
「
ᆵ
屋
で
γ
ー
α
ー
の

ʂ
」
に
あ
わ
せ

て
ݝ
内
࡞
家
の
γ
ー
α
ー
が
大
ू
合
。
ম
物
の

γ
ー
α
ー
を
は
じ
め
、
࣫
۬
・
ੴ
ூ
・
ு
子
な
ど

༷
ʑ
な
γ
ー
α
ー
が
一
ಊ
に
ू
ま
り
ま
す
。
こ
の

ػ
ձ
に
お
ؾ
に
入
り
の
γ
ー
α
ー
を
୳
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
Ỷ
う
か
。

̇
４
݄
３

（
火
）Ỗ
４
݄
��

（

）

場̇
３
階
ا
画
ల
ࣔ
　ࣨ
අ̇
ແ
ྉ

那
覇
市
歴
史
博
物
館
（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
４
階
）

開
館
時
間
10
時
～
1�
時　
木
曜
休
館

観
覧
料　
一
般
３
５
０
円
（
大
学
生
以
下�

無
料
）

ὸ
̔
̒
ɾ̑̕
̎
̒
ɹ̒
ɹ
̔
̒
ɾ̑̕
̎
̒
̓

　

ࠓ
年
も
４
݄
５

の
ਗ਼
໌
અ
の
入
り
を
ܴ
え

る
と
、
ຖ
ि
ŋ


の
ࣝ
໊
ྶ
Ԃ

近
はň

ਗ਼
໌

ŉࡇ

の
人ŋ

ं
で
Ҳ
れ
か
え
り
ま
す
。

　
ࣝ
໊
ྶ
Ԃ
は
市
が

උŋ

管
理
す
る
ุ
地
ެ
Ԃ

で
す
。
も
と
も
と
ྶ
Ԃ
一
ଳ
は
چ、
ਅ

ࢤ
ଜ
ࣈ
ࣝ

໊
の
上

㈸
㉄
ㇺ
㉁
㉄
ㇰ
ㇹ
㈒
㈭


ޙ
ݪ
と
ݺ
ば
れ
る
地
域
で
、
ฏ
地
は
ാ

が

が
り
、ٰ
の
ࣼ
໘
に
地
域
の
人
ʑ
の
ุ
や
ट
ཬ

࢜

の
大
き
な
ุ
が

ࡏ
す
る
場
所
で
し
た
。

　
１
̕
５
１
Ỗ
５
３
年
に
か
け
て
市
は
、
10ŋ

10

空
ऻ
で
ম
け

ݪ
と
な
っ
た
چ
市
֗
地
の
۠
画


理
事
ۀ
に
取
り
組
み
、
௰
ொŋ

ए
ڱ
ொ
の
ւ
؛

Ԋ
い
に

が
っ
て
い
た

１
７
０
０
基
༨
り
の

௰
ݪ
ุ
地
܈
を
取
り
壊
し
ま
し
た
。
取
り
壊
さ
れ

た
ุ
の
ੴ
組
は
、
ए
ڱ
ւ
؛
の
ຒ
め
立
て
෦
ࡐ
な

ど
に
ར
༻
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
̕
５
５
年
、
市
は
௰
ݪ
ุ
地
の
Ҡ
స
地
お
よ

び
ࠓ
ޙ
の
ุ
地

理
事
ۀ
の

ସ
地
と
し
て
、


10
ສ
４
８
０
０
௶
の
ࣝ
໊
ྶ
Ԃ
の
ઃ
置
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
し
か
し
、Ҡ
స
や
ุ
建

の
増
加
、

市
֗
地
֦
大
に
よ
る
周
辺
地
域
の
地
Ձ
高
ಅ
な

ど
の
理
༝
に
よ
り
、
市
の
事
ۀ
ܧ
続
は
ࠔ

と
な

り
、
１
̕
７
４
年
ま
で
に

１
ສ
４
０
０
０
௶
の

ྶ
Ԃ

උ
に
ࢭ
ま
り
ま
し
た
。

　
ݱ
ࡏ
も
市
は
市
֗
地
の
ุ
地

理ŋ

Ҡ
స
、
ࣝ

໊
ྶ
Ԃ
ೲ
ࠎ
ಊ
の

建
て
ସ
え
な
ど
ุ

地
行

を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ྶ

Ԃ
周
辺
は
民
間
ۀ

者
の
ุ
地
։
発
も

行
わ
れ
、
ݝ
Լ
࠷

大
の
ุ
地
地
ଳ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
宝
尚
家
資
料
̐
月
の
特
別
展
示

「
ロ
イ
ヤ
ル
カ
ラ
ー
の
黄
色
地
衣
装
」

期̇
３
݄
�0
（
ۚ
）Ỗ
４
݄
��
（
ਫ
）

උલͷ໊ࣝྶԂҰଳ
	ΩʔετϯŋελδΦఏڙ


開
館
時
間
10
時
～
18
時
（
入
館
は
1�
時
半
ま
で
）

月
曜
休
館�

※
た
だ
し
、
月
曜
休
日
の
場
合
は
開
館

常
設
展
観
覧
料�

一
般
３
５
０
円（
大
学
生
以
下�

無
料
）

ὸ
̔
̒
ɾ̏̎
̓
̒
ɹ̍
ɹ
̔
̒
ɾ̏̎
̓
̒
̎

'"9

'"9

２
０
１
８
年
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
in
壺
屋

第
17
回
「
壺
屋
で
シ
ー
サ
ー
の
日
！
」

シ
ー
サ
ー
展

監
修　
那
覇
市
文
化
協
会
う
ち
な
ー
ぐ
ち
部
会
☎
８
６
１・１
９
０
９

あ
ま
は
い

　

く
ま
は
い

あ
ち
こ
ち
か
け
ず
り
ま
わ
る
さ
ま
。
東
奔
西
走
。

（
例
）Ａ「
ち
か
ぐ
ろ
ー　
み
ー
ら
ん
し
が　
ま
ー　
あ
っ
ち
ょ
ー
が
？
」

　
　
　
（
近
頃　
見
な
い
が　
何
を
し
て
る
の
？
）

　
　
Ｂ「
な
ー　
い
ち
ゅ
な
さ
ぬ　
あ
ま
は
い
く
ま
は
い　
そ
ー
ん
ど
ー
」

　
　
　
（
も
う　
忙
し
く
て　
あ
ち
こ
ち
か
け
ず
り
ま
わ
っ
て
い
る
よ
）

ݘ
ೣ
ࡴ
処

θ
ϩ
を

ࢦ
͠
ͯ

Ỗ
ਓ
ͱ
ਓ
ỏ
ਓ
ͱ
動
物
ỏ
み
Β
͍

ͭ
ͳ
͙
Ỗ

ͭ
ͳ
͙
ϑ
ェ
ス
̫
̤
̡
ɾ
̐
։
࠵
ʂ

ੈ
ք
Ҩ
࢈
ղ
આ
ձ

৽

৺
公
Ԃɹ

य़
の
Ԃ
ܳ
ɾ
植
木
市

༼
ग़
͠
γ
ー
サ
ー

ച
ձ

̐
݄
̏

ớ
γ
ー
α
ー
の

Ờ


ແ
ྉ
։
ؗ
͍
た
し
ま
す
ʂ

第
10
回 

沖
縄
ࠃ
ࡍ
ө
ը
ࡇ

࠵
͠
物

৽

৺
公
Ԃ
߃
ɹྫ

ே
市
ɾ
ϑ
Ϧ
ー
Ϛ
ー
έ
ỽ
τ

な
は
応
援
団
員
募
集
！

「
な
は
応
ԉ
ஂ
」
と
し
て


ใ
活
ಈ
や
ਗ਼

活
ಈ
に
ࢀ

加
し
て
、
ө
画
ࡇ
を
一
ॹ
に

り
上
͛
よ
う
̇

ஂ
һ
に
な
る
と
、
ө
ը
ؑ

ׂ
Ҿ
な
ど
ө
画
ࡇ

を
さ
ら
に
ָ
し
め
る
特
య
も
あ
る
よ
ʂ

ừ

ձ
අ
Ử
法
人
ձ
һ
１
ສ
ԁ

ݸ
人
ձ
һ
（
高
ߍ
生
Ҏ
上
）
２
ઍ
ԁ

（
中
ֶ
生
Ҏ
Լ
）
ઍ
ԁ　
　

̇
那
覇
市
観
ޫ
協
ձ
ὸ
８
６
２・
１
４
４
２

（
ฏ

８
時

Ỗ
1�
時

）

４
月
の
話
題
「
識
名
霊
園
」

82018 年（平成 30年）4月


